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研究基盤刷新のモデルケースとして
我が国全体の研究基盤強化を先導

研究基盤協議会の中核機関 自己収入による自立運営ライフサイエンス解析の中核拠点

3 年

10 年

・JEOLと連携した次世代機開発拠点

・細胞解析支援体制の国際標準化

・He資源循環による地域貢献
研究基盤
協議会

・コアファシリティ最適化

・TCカレッジ開講

  高度技術人材の輩出

・試料精製から測定・解析までの

ワンストップ解析フロー開発

 オープンラボ利用者層の拡大

ライフサイエンス先端研究基盤の整備

技術人材の育成・確保を含む組織体制の整備

東京科学大

研究基盤IR機能の強化

・コアファシリティ評価

・競争的研究費の使途変容

・技術職員配置の最適化

機器共用の運用・制度改革

・技術職員派遣による共用支援

・機関リポジトリを核とした

データ利活用の推進

次世代技術者の育成・確保

・TCカレッジ・他機関への派遣

・メーカー・教員による技術指導

・博士学生インターンシップ

自己収入による持続可能な運営システムの構築

Well-beingリサーチパーク

Chiba Univ.×JEOL
オープンラボ

クライオ電顕 MicroED

NMR共用NWとHe循環

He

NMR He液化装置

細胞・生体先端解析拠点

フローサイトラボ イメージングラボ

He

機器共用の促進

受託解析ネットワークの構築

相互
利用 登録
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結果
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オペレーター

更新 更新

取組の概要

ライフサイエンス分野の最先端研究機器

を集約・開放して顕著な研究成果を創出

するとともに、自己収入による持続的・

自立的な運営を実現する

研究基盤刷新に向けたビジョン

研究基盤刷新に向けた取組３本柱

ライフサイエンス先端研究基盤の整備

西千葉Well-beingリサーチパーク内に、日

本電子 (JEOL) と連携し、先端研究機器を集

約した「オープンラボ」を新設

自己収入による持続可能な運営システ

ムの構築

機器共用と「(株)千葉大学コネクト」をハ

ブとした受託解析ネットワークの構築によ

り、オープンラボの機器稼働率を最大化し、

利用料収入等による持続可能な運営を実現

技術人材の育成・確保を含む組織体制

の整備

研究基盤IR機能の強化や次世代技術者の育

成等により、コアファシリティを支える組

織の改革を実現

拠点の魅力による
呼び水効果

自己収入に基づく

再投資

参画機関

日本電子 (株)、(株) 千葉大学コネクト、(公財) かずさDNA研究所、

日本ウォーターズ (株)、(研) 量子科学技術研究開発機構 (QST)、

(一社) 研究基盤協議会、(国) 筑波大学、(国) 東京科学大学、

(大) 自然科学研究機構 分子科学研究所
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